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２ 識 題

（１）小金井市障害者計画・障害縞祉計画に関する市民アンケート

についての協議（継続審議）

３今後の会議開催|｣時・内群輔の確認

４その他

１障害がある人向けのアンケート

２市民向けのアンケート

３発達障害に関する文言
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７第９回会議録議事要旨

その他
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会 議 結果

１ ． 開 会

※事務局より、資料の確認が行われた。

２．議事

（追加議事）保健福祉総合計画策定にあたり策定委員の参加について

会長障害を支援されている関係者２名、策定委員会に参加いただく件につい

て、賛否を取りたいという件について、ご意見をお願いしたい。

特に意見がないようなので、参加してもいいということでいいか。

－「異議なし」の声あり－

会長では、委員会に参加するということで、考えていくこととする。

・事務局より委員選任の考え方についての説明

会長２人の委員のうちの１名については、健康課の１歳半健診、３歳児健診お

よび乳幼児健診に携わる保健師にお願いするということであるが、いかが

か。

一「異議なし」の声あり－

会長では、もう一方はどういう職種の方にお願いするかということについて、

ご意見をいただきたいと思う。

男性委員保健師の中で、心理相談員という方がいらっしゃるかと思うが、心理相談

員ではなくて保健師ということか。もし別枠で個別の相談があったとき、い

ろいろな呼び名があって、心理相談員だったり、発達相談員だったりずると

思うが、そういった方も含めるのか。

事務局暫定委員ということで、通常の自立支援協議会委員という位置付けではな

いので、一定報酬を出すということは、まず考えていない。ただというわけ

ではないが、一つは、そういうところでは保健師がいいと私が考えているだ

けで、特別支援ネットワーク協議会など無報酬の委員会等もあるので、そう

いう形で出ていただけるのであれば、それは心理相談員でも発達支援相談員

でもいいというところがあるが、なかなか時間的に難しいのではないかと思

っている。経費と考えたのは、それだけである。だから、どういう職種の方

という中で、今のはご意見として出していただくのは問題ないと思う。

男性委員小金井では、北と南に分かれて、スクールソーシャルワーカーがいらっし

ゃるが、実践活動をされている中で、そういった職種があると聞いたことが

あるので、そういった方もいいのではないかと思う。

率務局指導室に１名、女性のスクールソーシャルワーカーの方がいて、一回ご紹介
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をいただいたことがあるので、声を掛けることは可能かと思う。

男性委員発達支援暫定委員というのは何をするのか。

事務局結局、このメンバーの中だと発達障害に対して、実態や現状なかなか分か

らないので、現状を踏まえた方がいらっしゃると、計画を作る中で、発達障

害の人たちに対する具体的な支援策が盛り込みやすいということで、そうい

った方に入っていただきたいと考えている。

男性委員たまたま接触点があるからやりましょうではなくて、よりよく専門的に発

達障害を理解している方のほうがいいということか。

率務局そういうことである。あと、実態や現状も分かっている。

男性委員保健師というのは発達障害をそこまで理解されているのか、そこがよく分

からない。

事務局私が具体的に考えたのが保健師というだけで、専門的な方と実際の相談を

受けている方であれば、必ずしも保健師でなくてもいいと思う。発達障害の

学職的なことは先生がいらっしゃるので分かるけれども、実際に今、どのく

らいの方が、どういう形で困っているかとか、結局、私たちが保健師さんと

お話ししたのは、毎回、「心理経過観察に来ませんか」ということで声を掛

けた時に、保護者の方と直接お話をしたりとか相談を受けたりもしているの

で、実態が分かっているから、どういうことが困っているのかということも

分かっていると思った。

男性委員それは、特に発達障害のことではなく、障害全体ということか。

事務局発達障害は特にである。

会長今、早期に見いだされているので、結構、幼稚園とかで多いと思う。そう

いう実態をご存じなので、心理相恢の辺りは、実情はご存じだと思う。

事務局私もそう思っている。

男性委員その辺、保健師は、どういう方が来ているのか。発達障害はすごく難しい

し、これから先、どういう計画になるか見てないと、特に今誰がいるという

のはないが、その辺を本当に理解できるという人にお願いしないといけない

と思う。

事務局せめて、どんな職種の人がいるかというような話をいただければと思っ

た。

男性委員実際に施設で働いている方はどうか。

事務局そういう方もいらっしゃると思う。

会長一点碗認したいのは、無報酬ということであれば、やはり市の職員の方

がいいのか。

事務局あくまで自立支援協識会の位腫づけは、計画を作るだけだけではないの

で、実際の自立支援協議会の委員については報酬が発生するが、そういう暫



定委員というか、オブザーバー的な参加の方に対しては、申し訳ないが、報

酬は支払えないということで、特に平成23年度は予算の計上はしてないの

で、無報酬であるがご賛同いただけるかというお願いの仕方だと思う。だか

ら、予算がないから市の職員ということで考えているわけではない。

会長まったく無報酬だとは、言いにくくないか。先ほど、スクールソーシャル

ワーカーという方も、学校の関係の方がやっていらっしゃる。あとは、結

局、特例でやったら教育委員会の指導室などもある。

事務局あと、子ども家庭支援センターの中で、やはり発達相談をしているが、そ

こで今、相談を受けているのはどういう方なのか。

会長子ども家庭支援センターで相談されている支援員で、私の昔から知っている

方がいらっしゃるのだが、彼女は健診をやっていろいろ挽わっているし、ボ

ランティアで、子ども家庭支援センターの中に幼稚園児の発達障害のお子さ

んを集めての活動をされている方もいる。忙しいので、日程がちょっと合う

かどうか分からないが、ボランティアでも参加してくれるのではないかと思

う。

男性委員先生が対象にしているのは、年齢が少し低いので、ある意味で今の保健師

さんと同じである。

会長重なってしまうかもしれない。

男性委員やはり今の方向になってきたので、どこら辺のところを今、盛り込んでい

ったらいいかというのは、悩ましいところである。大体、小学校の学齢期の

段階で出てくる問題が大きいし、親御さんもそこで受けるとか受けないと

か。また、それ以降で、就職する辺りでまた悩みは変わってくる。長い物事

の中で、今、私たちがどこら辺のところで考えられるかである。だから、発

見というか、最初のつまづきから考えると、幼少期と小学校くらいのところ

ではないか。

会長学齢期がいいかもしれない。

事務局２月７日に特別支援ネットワーク協議会の庁内連絡会があるので、一回そ

こで少し話をさせていただく。最初の健診のときも必要だろうし、早期発見

という意味ではやはり健診類が必要かとも思う。学齢期については、やはり

特別支援の担当になってくるので、そこで委員を出していただくべきかとも

思うので、少し話をさせていただきたい。今、出していただいた内容につい

ては、少し私のほうでまとめて、皆さんにお返しできるような状況を作って

いきたいと思う。

会長では、ただ今、様々な意見が出されたが、それを参考にさせていただくと

いうことでよろしいか。

一「異議なし」の声あり一



会長それでは、アンケートの検討に入りたい。事務局のほうからご説明をお願い

する。

・アンケート訂正ヵ所の脱明

会長大きく、「発達障害と言われたことがあるか」という問いを入れたほうが

いいかどうかということと、その表現の仕方を「診断されたことがあるか」

というふうにするかについて、ご意見を伺いたい。このアンケートの対象は

全員なのか、手帳を持っていない方か。

事務局手帳を持っている方である。

会長知的障害の愛の手帳を持っている人で、現在では言われてないが、小さい

時に言われたということがあるかもしれない。その辺があいまいである。

男性委員アンケートがどういくかである。学齢期で「何かおかしい」と思って医

師の判断を仰いだ人と、そのままの人がいるわけで、受けたからといって手

帳は取れないので、結局、その方たちはここから外れていったことになる。

事務局何らかの形で手帳を取らないといけない。だから、うちが調べる上で、今

できることは、一般市民に聞くということは難しいので、取りあえず、手帳

を持っている人の中でどのくらいいるかをつかむことは可能だと思う。なの

で、今までか直近で、手帳を持っている方で、最終的にクロス集計の時に、

どのぐらいの年齢の人で、どういう手帳を持っている人の中で、発達障害と

言われた人は何人ぐらいいるのかという形は、これを聞けば出てくるわけで

ある。

だから、うちとしては、この数値は聞く必要があると思っている。こうい

うことは、また別の意味で、どこかでやる必要があると思う。これは支援策

の中に入ると思うので、今後アンケートを採る中では、今あるデータの中

で、そういう方がどれぐらいいるかということを数値として押さえておくと

いう気持ちである。

会長実際のところ、精神障害者保険福祉手帳を持っている方で、発達障害とい

うのはたくさんいらっしゃるのか。

男性委員本人が言われているかどうかは分からないが、グループホームに来たりす

るような方は、明らかに発達障害を持っている方でも、どなたも精神の手帳

しか持っていなく、ご本人はそう言われていないという方が結構多い°作業

所にいらっしゃる方でも多いから、この設問で得られる答えが、果たしてど

れだけ意味があるのかというのが非常に疑問である。精神の場合は、手帳を

持っている人は、1,000人のうち300人ぐらいしかいなく、さらに少ない数に

なるのでよけいに。

会長ただ、最近、青年期になって発達障害だったのが、後に精神保健福祉手帳



を申請するというケースも少し増えてはきている。

男性二次的な障害もなっているしということで、精神の手帳を持っていらっし

ゃる方もいる。

会長何人かはいる可能性もあるという気もする。そういうところで実態が少し

でも出てくれば。

事務局確かな数字を押さえるのは難しいと思うが、逆に発達障害と診断されたこ

とがあるというのは、もっと絞られてしまうと思った。言われたことがある

というのは、どこで言われたかという問題は確かに出てくる。もう少しいい

表現があると一番いいのだが。

会長いかがか。新たな試みとして、分かりにくいということもある

かもしれないが、それは、マイナスになるのではないかとか、支障があるの

ではないかとか、ご意見があれば何でもいいのでいただきたい。

事務局設問の内容はこれでいいか。

会長いいと思う。

。引き続きアンケート訂正ヵ所の鋭明が行われた－事務局

会長発達障害の種類について挙げられているが、ご意見はないか。

男性委員手帳の段階では、高機能自閉症とかアスペルガーなどとは言われず、広汎

性発達障害というあいまいな言い方で診断をされている人が多いと思うの

で、あえてその２つを例に挙げるのはいかがかと思う。

会長広汎性発達障害となると、知的障害のタイプの自閉症という方もいると思

うが。

男性委員結局、手帳をもらっている人というのは、その人たちである。

会長そうすると、文部科学省の言うところの、発達障害の枠では以上の幅広い

ものだと思う。発達障害かもしれないという憶測まで入ってしまって、ここ

の趣旨とは少し異なるのではないか。

男性委員これを配る対象の年代にもよると思う。大人であれば、それではっきりし

て、いいと思う。

事務局それぞれの年齢層でどういう発達障害の方がいらっしゃるかということ

が、これで分かるのではないかと思っている。

男性委員大人の方はこれではっきりすると思う。

事務局先ほど委員が言われたように、精神の場合二次的なこともあるのではない

か。

男性委員それを本当に調べように思ったら、精神の手帳の所持者の300人ではなく

て、自立支援医療の通院医療費の補助をしている人が1,000人くらいいるの

で、その1,000人に対しても同じように質問したほうが、より実態は分かつ



てくると思う。何を知りたいかが問題である。

事務局今回のアンケートは、あくまで手帳所持者の実態を知るということが目的

なので、介護保険の年齢の方まで含めた幅広い年齢層が対象である。今のご

指摘のように、この設問の中で、それにそぐわないという部分などについ

て、皆様の知恵をいただきたい。愛の手帳を持っていて高機能自閉症という

のは基本的にないのではないか。

男性委員多分、広汎性発達陣害と言われているのではないか。

会長広汎性発達障害ということを書かないほうがいいのではないか。文部科学

省は、「高機能自閉症・アスペルガー症候群等」として、広汎性発達障害と

いう言葉は使っていない。

男性委員言われているように、「広汎性発達障害など」とあれば、うちもそうだと

なってしまうと思う。

事務局では、１番は、広汎性発達障害を削除して、「高機能自閉症・アスペルガ

ー症候群等」でよいか。

男性委員それには当てはまらないという人は当然いると思う。多勤や学習障害など

と思い込んでいるケースも多く、判断が難しいと思う。

会長ほかとも掛け合わせて断するしかない。少しこの辺の表現については精査

を。では、先にアンケートについて確認したい。では、発達障害について

は入れるということでいいということとしたい。

（１）小金井市障害者計画・障害福祉計画に関する市民アンケートについての協議

（継続審議）－

・議案審議の前にアンケートについて追加説明が行われた一事務局

会長修正案に関する追加の説明があった。時間もないので、最初に市民向けの

ほうをしたいと思う。あまり修正はなかったが、５ページ目の問15の（１）

の７「障害のある人もない人も皆同じ人間だと思うから」というのは、前回

の協議で削除する話だったと思うので、削除という形でお願いしたい。

見たところ、それ以外にコメントはないが、何かあるか。言ったのだけれ

ど戦ってないなどはないか。お気づきの事があれば、またあとでも、ご意見

をお願いしたい。

次に、障害のある人向けのほうのアンケートについて、１ページ目のとこ

ろでは、赤いところが新たに訂正した所か。これは事務局による訂正か。

コンサル事務局からではなくて、委員からのご意見である。

会長これは、宛名の方について記入するということを目立つようにするという

指示だと思う。

男性委員第２期の自立支援検討会で前回アンケートをした時も、このアンケートは



本人だけに聞いているのか、家族も答えていいのか不明だということが、議

事録の中にもあり、明確に委員会が指定したほうがいいのかと思う。

会長「回答は、あて名のご本人について記入してください。ご本人が記入でき

ない場合は、ご家族や援助者の方などがご本人と相談したり、ご本人の立場

にたって記入してください」という文言でよろしいか。では、これはこのよ

うにするということにしたい。

それから、最後のところで、以前は「なお切手を貼っていただく必要はあ

りません」となっていたのを、このように変えるのか。

男性委員他の市町村のものを見せていただくことがあり、裏側にそういうことを櫓

いていた自治体があったので、参考にした。

会長差出人の名前を鴇く必要があるかどうかについては、アンケートというの

は一般的に無記名だと思うが、このように書くと丁寧かと思う。ほかにはい

かがか。

なければ、次の２ページ目の所では、先ほど発達障害についての設問がこ

の中に加わるということであった。ここについてはよろしいか｡

では、３ページ目に行きたいと思う。これについては、まず住まいについ

ては結構議騰があった。問８、「現在の住まいはどれにあたりますか」とい

う事で、１から４で、自分の持ち家（一戸建)、自分の持ち家（分譲マンシ

ョン)、家族の持ち家（一戸建)、家族の持ち家（分譲マンション)、これは

前回の議論の所である。これはそのとおりでいいか。

次がややこしい。問９の家族栂成の問いであるが、３の核家族（親と未婚

の子ども）の「未婚」を消すということか。これは問９－１にも関連するの

か。結婚して、その配偶者の場合もあるかもしれないので、未婚とは限らな

いと思う。それらに具体的に、問９－１で、問９で３または４を選んだ方に

うかがうとしていることで、「実際に暮らしている人はどなたですか、あな

たから見た続柄で、該当する方をお答えください」ということで、これが訂

正前に対して、１の「父母またはその一人｣、２の「祖父母またはその一

人」とするほうがいいのではないかという案である。これは違うのか｡

男性委員核家族と３世代同居の実際の家族栂成を、全部に丸を付けてもらえば、全

部がそれで見られるという意味ではないか。

会長そういうところを、両親ともいらっしゃらない場合もあるからということ

か｡これはこのままでいいのではないかと思う。

女性言葉の表現の仕方について、親と例えば結婚している子どもの場合、核家

族という表現ではなく、普通は二世帯という形になるのではないかと思う。

核家族というと、やはり未婚の子どもと親だけの生活というのが、言葉の意

味かと思ったので、二世帯同居というのが抜けていると考えてもいいと思



う。あまり細かくしなくてもいいなら、核家族という表現をやめれば済むこ

とだと思う。

男性委員これは保健福祉計画のアンケートのほうも同じである。核家族についてと

少し職論をした経緯があるがもう一回継論をする必要があるか。このアンケ

ートも保健福祉のほうも、核家族と三世代で、二世代がないのである。だか

らそこも、核家族、二世代、三世代とするか、二世代は当然という概念があ

るので、その辺は。前回の時も核家族と三世代で、それに倣ってつくってい

るということなので、家族櫛成をクリアにしたほうがいいという意見もあ

る。たまに兄弟ということもある。

会長兄弟だけということもある。そうすると「その他」になるのか。兄弟だけ

は何になるのか。

事務局それは、「その他」である。

事務局今回、地域福祉計画のアンケートでは、地域福祉課で議論した結果、二世

代世帯（親と子)、三世代世帯（親と子と孫）というふうになっている。向

こうでは、核家族という表現は使っていない。

会長２番の「夫婦のみ」というのが、実は核家族で、子どもがいようがいまい

が、核家族であって。

男性委員核家族はやめて、二世代家族としてはいかがか。

会長親と子どもというのが二世代か。

男性委員親と子どもの家族である。

会長子ども夫婦はどうか。

男性委員二世代と二世帯とは違う。

会長では、「未婚」を削除して「親と子ども」でよいかｂ

事務局ちょっと保留にして、全部の保健福祉総合計画の策定会議の中で合わせる

形にしたい。

男性委員兄弟、あるいはいとこ・おじ・おばは、その他となる。いろいろなパター

ンがあると思う。

会長では、で全体的に考えていただくということなので、よろしくお願いした

い。それでは問１１をお願いする。

男性委員この欄外に、「授産所・作業所など通所施設は２の「仕事」に丸・デイケ

アは６の「治療・リハビリ」のところに丸というものを入れるか、あるい

は、９の「その他」の前に項目を追加して、「授産所・作業所・デイケア」

ということになるのですが、糖神の場合だと、作業所に通っているのを仕事

と考える人も、リハビリと考える人もいる。あと「団体活動」と書いてしま

う人もいるだろう。どこか、バラバラになってしまうかというのがあり、そ

れであれば、何か入れるか、あるいは別個に作るかなのだが。どちらかと言



えば、デイケアは「治療・リハビリ」に入りそうで、その辺はもう少し分か

りやすくしていただいたほうが、当事者としては響きやすいかなと思う。

男性委員「仕事」のところに、括弧で（授産所・作業所・通所施設含む）がいいの

ではないか。

男性委員６に入れていただいたら、そうしたら、「治療・リハビリ・デイケア」が

あるので。

女性委員障害のある方へのアンケートについては、段書きにすると分かりにくくな

るので、全部ルビを振るから分かりづらくならない形で入れたほうがいいと

思うが、括弧でどうだろうか。

男性委員仕事のところに括弧して（授産所・作業所など）とか。

会長６番の「治療・リハビリ」のところは、デイケアを追加。

（３）の「外出のときにどのような支援が必要ですか」に対して、「どの

くらい」という表現のほうがいいのではないかという、これを提案された

．方。どれくらい、どのようなでいいのではないか。「どれくらいの支援」と

は、１人での外出を受け入れている、新しい形である。ではこれは、「どれ

くらい」のほうに訂正押さえをするのか。これも新たに聞いた項目だろう。

（４）の「問１１（３）で「１～３」まで選んだ方」に「１人で外出できない

場合、どのようにして外出していますか」ということで、「福祉サービスを

利用している」はここで、用意した言葉であるが、これはどうだろうか。

（５）で、「外出のとき、不便に感じているもの、困ることは何ですか」

ということで、ここも議論したところである。「身近な公園や歩道のベンチ

など、休憩できる場所が少ない」という、あと、「バス停や駅まで遠い｣。

「話し相手」は残り、それが消えていたようである。これについては、どう

だろうか。では、これは青訂正で説明する。

５ページ目の問１４の「相談する機関はありますか」ということで、その前

の案であるが。

コンサル会長、これは事務局からだったが、前回の話し合いで、こういう形で入れ

ようと決定していたが、そういう入れ方ではなく、独立項目で自立生活支援

センターと「そら」という形となっていたが、話し合いの通りに戻した形に

している。

会長前は、地域自立生活支援センターと「市域生活支援センターそら」を別々

の項目の形をまとめて「相談支援機関」とし、括弧してまとめたということ

だろうか。

コンサルそれが決定事項であった。

会長あと、細かいところで「相談した機関等」であるが、ここはよいだろう

か。



「ホームページ」はいかがか。

男性委員病院がないのではないか。精神は病院から福祉の情報を得ることがあり。

会長では６ページに進み、問１８「福祉サービスに関する情報はどこから入手し

ますか」という形で、委員から、病院を追加するということでしたが、１５と

して、「病院」を入れて、１６が「その他」で、１７が「特にない」ということ

で、よいだろうか。

７ページ目のところは、前回の議論の通りである。問２０－１のホームペー

ジのところを増やしたということであり、ただ、ここに※印で、「ホームペ

ージの活用について、問18の６で代用できる場合は、次の設問が可能でしょ

うか？」と書いてある意味がよく分からない。

男性委員これは、ホームページのくだりが２つ瀞いてあり、大耶なメディアだと思

うのだが、もし「～から入手できますか」で、６のホームページという棚を

入れられたら、余った横に高齢になられていく家庭の方に絞った設問をなさ

れただろうか。５０歳以上の方にお聞きしますと、これは問13に重複するの

で、アンケートのその後、高齢化していく障害のある方というのが答えてい

る。これを反映させたという盛り込みだと思うのだが。

会長これを50歳以上にしたという背景はいかがか。

男性委員障害者の区分で、重度が４以上、５０歳以上になったら３になるということ

があり、区切りの年代である。重複しているとも言えるのだが、介護保険を

考えれば40歳というのがあるのかもしれないが、４０代はまだ親の世代が元気

で、５０代くらいになってくると、親の介謹をしなければいけないという方が

現れてくるのかと思っている。

会長これはかなり設問としては重複しているようだ。それで基本情報として、

この回答者の年齢も入り、５０歳では切っていない。そこで掛け合わせればで

きると思う。

男性委員ホームページをプラスするのも、１つが代替すれば、絞っていくのも１つ

の方法かとも思う。

会長ホームページで見ることはないのではないかという考えだろうか。言って

いる意味が分からなかった。

男性委員ホームページを18と掛け合わせられるので、その１つは、高齢化というこ

とに絞った説明をするのも必要かと思う。

会長問21はむしろ間'8の「６．小金井市のホームページ」で言っていること

でもないわけだが、問21に重複しているようだ。

男性委員問20を取り除いてもらい、１つにまとめてしまうことができるのであれ

ば、「活用していますか」というのが問20なのだが、それを問18の６のとこ

ろで確認をし、問２０－１を問20にし、それを書いた方に絞った設問を21で取





ほうが意見を出しきれなかったが、そこら辺も含めて、検討していただけれ

ば、話がスムーズに進むかなと思っている。このまま転用するという手もあ

るとは思う。

男性委員具体的な中身が出ているからこれでもいいかもしれないが、ただ、同じ生

活に困っているということでも、「きょうされん」のほうには少し社会的な

要素が加わっており、多分、介護給付などをするときの基地になるものを作

るというところでの実態調査だと思うので、ここの問13で聞きたいこととは

少し目的が違うのではないか。

会長今の話の中では、やはり、「きょうされん」の中では、当事者も親の介護

をして、お互いに介護をするという実態が出ているということで、そういう

親の介謹をすることも入れたほうがいいかもしれない。

事務局それは問13に入っている。

会長問１３に、「家族への介謹で時間がない」ということを追加するということ

であるが、番号としてはどこに入れたらよいか。１０として、「家族への介護

があり、自分の時間がない」というものを入れるということでよろしいかｂ

それか、１０の「隣人などとの関係」のあとに11と入れるか。それで、５０歳以

上の方は削除するということか。

問20については、「問18で６番に丸を付けた方にうかがいます」という形

に、問２０－１の設問を訂正するということである。

８ページの災害時の「地震などの大規模な災害が起きた場合･･…･」の設問

は問21となる。（２）はこの前話し合ったことを整理したものであるが、

（オ）については。

事務局別個に設問があったものを、ここに一緒にくくっている。

会長どこかにあったのか。

事務局手引きについては追加である。

会長ほかはよろしいか。

男性委員（エ）と（オ）の間の罫線がない。

会長災害時について、ほかにご意見はないか。

男性委員登録しているという答えは。

会長もう既に登録制度は始まっているのかｂ

事務局去年から始まっており、もう登録された方がいる。登録しているかという

設問があったほうがいいか。

会長実態が分かっているのなら必要ないのではないか。「登録して利用したい

ですか」というのは、登録してない人への質問なのか。

男性委員登録している人も「はい」に丸をつけると思うので、それでいいと思う。

事務局これは、総合福祉計画にも同じ設問があるので統一した。



会長住宅対策、仕事については、ご意見はないか。問27はいかがか。

男性委員１２番の「多様な働く場」はどういう意味か。

会長１２の「働く場」というのに「多様な」となっており、２は、障害のある人

に配慮したらいいなということを、整っていること言っている。１１ページに

ついては、いかがか。では、１２ページ以降は新たな項目となるので、説明を

お願いする。

・12ページ「保健医療と福祉の連携について（案)」の説明が行われた一事務局

会長いかがか。特にこのＢの中で、医療機関での病状の説明とか、そういうこ

とにかかわる。そういうサポートはどのようになるのか。今、そういうコミ

ュニケーション・サポートという形のものはないのか。

事務局視覚障害の方が医療機関の現場でも手話通訳を依頼とかということはある

と思うが、障害の種類によっては十分な医療情報を得られない場合もあると

思う。それは実際のこのアンケートの対象者の意見を反映できれば、いい計

画に結びつくのではないかと考えている。

事務局２２年度中に策定をする第４次基本構想の前期計画の中で、今、健康課で行

っている「健康と医療」の計画の中に、「地域医療体制の充実｣、「かかりつ

け医．かかりつけ歯科医の普及｣、「福祉との連携」という表題がある。問Ｄ

の３番には、「障害福祉サービス、介謹保険サービス等を横断した利用者本

位の……」ということもあるので、これは介護の問題になると思う。障害医

療のアンケートはいろいろな人を包括しているので、うちでどこまで出すか

だと思う。確かにボリューム的に限界かなと思うので、緊急医療のことも健

康課の問題になってくるので。実際に第２回の策定委員会が１月26日にある

が、そのときに策定委員会のときにどこまで話をするかというのが示されて

いないので、今日、うちもどこまで決めればいいのかということを聞きた

い。

男性委員問13の中に、医療にかかわる項目として１１番に「必要な保険・福祉・医

療サービスが受けられない」としか番いてないが、もう少し具体的な項目で

丸が付けられるように、ここの項目を増やしてはどうか。

コンサルここで何らかの課題が出てくるような設問がいいのではないかと思う。こ

こですべて丸を付けてもいいのではないかと。そこで選択肢を増やしておい

て丸を付ける。１５が多いといったところとか。

会長Ａのところは、一緒に聞くといいのではないか。コミュニケーション・サ

ポートがやはり一番大切なので。

コンサルＣも入院時についてであるが、ニーズとしてあるのか、ないのかというの

をおうかがいしたいと。



会長ここの緊急の場合というのはあるのか。

事務局あるのではないかということを聞いている。

会長コンサルさんにスケジュールの確認をしたい。今日でアンケートの議論と

いうのは終わらせるのか。

コンサルー応、１月末までに完成できればと考えている。

女性委員今月26日に第２回の策定委員会があるが、そのときには、今日まとめたア

ンケートを持ち寄るのか。

コンサルそうである。各分野のものを持ち寄って、そこで代表の方が報告をする形

になる。

女性委員作業部会はいつあるのか。

事務局１日前、２５日である。

女性委員そこでは、何をするのか。

事務局アンケート対象の洗い出しを行う。

男性委員こちらは、ちょっと医療にかかるので、もう少し具体的に問Ａをそのま

ま生かして、このアンケートの、問１０のところの、「服薬管理｣、「自分の意

思j、「相手の意思｣、「医療的ケア」というのを、表にして丸ができるよう

にして、ここへはめ込む。そうすれば整理できる。そうすれば、コミュニ

ケーションのことも出てくるから、こういう方向が必要なのだねというこ

とが出てくる。

男性委員そういうふうな表にして、どれか１つに丸ができるようにして、Yes/NCみ

たいな形にしたほうがいいかなと思う。集計もしやすいと思う。この中で、

どれを残すかである。問Ａはこのままでいい。問Ｂが新生児と救命救急と健

診では質が違うのに、そこまで一緒にしてしまうのはちょっと違うように思

う。こういう表みたいなところでぽっと入れるほうが分かるのではないか。

コミュニケーションのところで把握できたのだったら、こちらの「自分の意

思が伝えられる｣、「相手の意思を理解する」で吸収してしまえば、そこで残

っているところだけをここに置いて、今、ここで整理できるだろうかｂ

男性委員ＡＢＣＤの中でも、重複している部分があるので、それでこういう表にし

て、そこだけ医療と福祉の連携ということでくくって、具体的にどんなこと

ですかといって、こういう項目で入れておけば、できないだろうか。方向性

が出れば、どこを生かしていけばいいかがみえる。

会長それは今日中にやるのか。では、残った時間でできるところまでやって、

あとはメールでやりとりしてはいかがか。

・では、先に進んで、新たなコーナーで最後にしたいと思う。15ページの福

祉サービス。

事務局この表は前回と同じである。



会長表は同じであるが、移動支援についてはどうするか。

事務局ここの赤いところは、保育・教育のところの（４）番で「これから先」と

いう家庭の設問で、移動支援を使える場合、利用するかどうかという設問

で、仮に今後、通園・通学等で使えるようになった場合に、利用できる方が

愛の手帳の方、視覚障害の方、精神障害の方になって、肢体不自由の児童が

入って来ない。それ以外に、普段の支援の中でも、肢体不自由の方が移動支

援という手段を使いたいと思っているかどうかというのを聞ければと思う。

事務局前の（１９）で医療支援は利用したいかというのは、一応、聞くようにして

いる。使えるようになった時、肢体不自由の方は漏れてしまうということに

なりかねなくて、特に地形に特徴がある地域だと思うので。

男性委員単に移動支援だから、身体の人もここで３番の「現在は利用していない

が、今後は利用したい」に丸を付けるとは限らない。身体の人たちがここの

丸を付けて、これが出てくればそれで見える。

会長移動支援の話ではないが、問12で「外出しない理由は何ですか」というも

のもある。読み込めば、実態としては出てくるのではないかと思う。

男性委員空いたところに、自由記述の棚を設けてはどうか。

会長その他というので。

男性委員それでカバーできるのであれば、制度上の説明は、サービス説明というの

が付いてくるから、そこにこういうのも入っていれば、それにかかわりなく

選択してくださいというほうがいいと思う。

会長括弧は小さいが、その他は一応あるので。

事務局今ある移動支援の中で、重度の視覚障者については、地域生活支援事業の

補助金の対象なので、今度は自立支援の対象区分になるということになる

と、多分、介護給付金になる。そういう地域生活支援事業でなくなる事業も

今後出てくるわけである。だから、こういう設問にしてしまうと、今後も移

動支援については、要支援は名目であれば、地域生活支援事業というのにな

ってしまうというところがあるので、私としても、今、会長、副会長から話

があったような形で、そこに入るとは思っている。

会長では、外出のところで、他にいかがか。

男性委員自由記述棚を設けてもらうといいと思う。

会長あるけれど、括弧が小さいのでもう少し大きめにするといいと思う。

次のところの、地域自立支援協議会についてがあるが、これは何か。

事務局自立支援法の中で、平成24年の４月までに、計画にこういうところを聞い

たものがあるので、ここの役割というものを。

会長これも説明を入れないと、この会議そのものの周知度というのが怪しいの

で、これを聞かれて答えられるかというと、大変困るのではないか。聞きた



いところではあるが、非常に難しい設問ではないかと思う。

女性委員障害、この漢字を見ただけでも、ちょっと難しいかなと。

会長ただでさえ多い。全体の要望としてということで、これはこういうことに

利用してほしいとかいう部分は出てくれば。それは次のところで、どのよう

なことをきくか。

男性委員最後の自由記述柵を作るようになった場合は、ここにかくのか。

会長最後の、「ご意見、ご提案がありましたら、自由にお瞥きください」とい

うのは、全体を通してということだと思うので、ここに書いてもらう。ほか

にはよろしいか。

次の、地域社会に移る。問34について、先ほど委員より、問34の「あなた

やご家族は」というところについてのご指摘をいただいている。

男性委員精神の場合は、本人とご家族とは全く違うケースもある。これは本人につ

いてのアンケートなので、「ご家族」を削除するか、本人と家族は別に聞く

べきだと思う。

事務局ご家族は、介護の状況では出ている。あと、このアンケートではこの地域

とのかかわりというのがあり、アンケート項目がある。

男性委員精神の場合は、家族はつきあいがあっても本人はつきあいがないというケ

ースが多く、「あなたやご家族は」と書いてあると、どう答えていいか分か

らないと思うので、ここは本人に限定してはどうか。

会長それでは、ここは「ご家族」を削除して、「あなた」に限定する。１０の

「親族で介助している方にうかがいます」というのは家族会のアンケート

か。

事務局ご家族でアンケートが実施されるのであれば、そこで。

会長障害者団体別アンケートで、家族会もきくのか。

事務局家族会に入ってないご家族が書くようなところとすると、「介助している

方にうかがいます」というところがあるので、そこで書けばいいということ

である。同居のご家族は、２２ページの「介助者の方でご意見、ご提案があり

ましたら」というところに書いていただける。

会長９の「介助の状況について」では、問48で、「介助について困っているこ

とは何ですか｣。介助する側のことか。

事務局ここは自由意見で家族の介護者に問うものである。

会長ざっと最後まで行ったが、残っているのが、先ほどの医療との連携という

ところであるが、ここで話し合って結果を出すのか、あるいは意見をもらっ

て、そこで検討して、そして集まったらメールなどで流して、ご意見を伺っ

て、１日で済ませるという形にしたいと思うがいかがか。ここで皆さんで諮

っていっても大変だと思う。何か、当事者などのほうの、医療との関係でぜ



ひ入れてほしいなどといったご意見があれば、出していただければと思う。

事務局前回、第１回の策定委員会で、矢野委員から、地域福祉計画のアンケート

では障害の「害」は平仮名になっているが、うちのほうは漢字になっている

というご指摘があった。それで、同じ総合計画のアンケートなので、整合性

を持たせて、障害の「がい」の字を平仮名に統一することになると思う。

男性委員特に、入退院に関しては、精神の方はいろいろご意見があると思うので、

そういう項目もあれば助かると思う。

会長あと、リハビリテーションのシステムについても。では、事務局会議の

ほうでについてのアンケートをつめたいと思う。先ほどの話では結柵タイ

トであったが、締め切りはいつごろになるのか。

事務局２８日のときに持ち寄るという話でよいか。

コンサルはい。

会 長今週中くらいか。

事務局今週中だと思う。

会長タイトであるが、すべてをつくって、回して、今週中にはご意見を伺うと

いう形をとりたい。

コンサル今月中であれば、まだ猶予はある。

男性委員庁内の合同の事務局会識はいつになるのか。

事務局それはない。

男性委員では、こちらだけでまとめて、当日コンサルにはいってもらえればも

コンサルそうであるが、そこの時点で、今現在、障害者のアンケートの段階ではこ

こまで行っているという報告ができればいいので、２６日の段階で必ずしも完

成してなければいけないということはないと思う。最終的には、月末にでき

ていれば、２月最終日に発送というところに間に合う。できれば、出来上が

ったものをお示ししたほうがいいと思うが、どうしても無理な場合は仕方な

いと思う。

会長多少は訂正可能だということか。

コンサルそういうこともある。

会長２０日くらいまでに意見をいただくということでよいか。それについては、

また検討してお諮りするときに、具体的に示されると思うので、また、お忙

しいところではあるがお願いしたい。

それでは、市民アンケートについての協議はこれで終了する。

それでは、議題３の「今後の会識開催日時・内容等の碓認」について、事

務局より説明をお願いする。

3．今後の会議開催日時・内容等の碓認



･会議日時

･場所

･会議日時

･場所

２月14日（月）午後２時～４時

もえぎホール

３月28日

第２庁舎８階８０１会議室

４．その他

矢野委員参考資料１は、ＮＨＫで大きくニュースで取り上げていた「家族の介護

状況と負担」の結果を、「きょうされん」のホームページよりダウンロード

したものをお配りした。９３歳の母親が71歳息子を介護しており、お風呂に入

れるとか、逆に94歳の父親が58歳の娘を介護していて、お風呂に入れている

とかいう実態があり、高齢化社会の中で介護保険と自立支援法のはざまで救

われない状態になっているということがある。きょうされん作業所に通って

いる人たちの実態調査の中でもかなり出てきているということだが、それ以

外のところで、在宅のままとか、もっと深刻な状況があるのだろうと思う。

今回のアンケートの実態調査の中で、どれだけ反映できるか分からない

が、そういったことを小金井市の中でも、議論をする中では支援をしたほう

がいいかなと思っており、そういう意味では参考になるかと思う。

推進協議会のほうは、幾つかの分科会の中でこの福祉部会というところ

が、総合福祉法といろいろな制度をどうしていくかというところを検討する

部会だが、そこの中で、今、全国からサンプリングして、データ集めをし

て、それから本調査をどうするかという議論をしている最中らしい。そのと

きの制度区分や、どういう支援を対象にしていくかというのを聞き取るため

の、生活実態調査をやっているので、こちらでやっているものと目的が違う

部分もあるが、一部流用して、反映できるものは生かせればというところで

ダウンロードしてみた。

厚労省の中では、入っていくといろいろな研究会や検討会や審議会があ

り、介謹保険のほうでは、かなり介護保険が定着してきて、５７％の人が良く

なったと思っているという回答を得ているということで、介護保険法をこの

まま進めようという動きで、法令の案の検討に入っているというような答申

が出てきて、既に１１月に見直し案ができているそうである。

だから、自立支援推進会議と相反するような流れが、どんどん、厚労省の

中では進行しているということもあるので、たまには厚労省のホームページ

をいろいろ見ていくと、ぎょっとするようなことが載っている。行政の現場

は、振り回されるのではないかと思っている。

小金井市は、市民にとってどういうふうに考えたらいいかということで、



議論できると思うので、時々チェックしてみていただきたい。

会長まめに資料をチェックしていただいて、私たちに送っていただき、感謝し

ている。このきょうされんのアンケートも、もっと早くまとまっていればと

思った。

矢野委員たまたまニュースを見ていたら、ＮＨＫの報道で１０分くらいやっていて、

藤井さんがコメントをして紹介をしていた。

会長そのほかはないか。

コンサル２部の議事録は、８回が完成版、９回のものは仮議事録となっている。

加筆修正等がある場合は、来月の２月４日金暇日までに、事務局までお願

いしたい。

会長ほかにないようなので、これで、会議を終了させていただく。


